
廃棄物焼却炉の構造基準 
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                 太い囲みは平成１４年１２月１日以降から適用された基準 

 

一般的につぎの構造が必要です。 

 １．空気送風機 

 ２．集塵機 

 ３．焼却物の定量供給装置 

 ４．気密性のある炉 

 ５．灯油タンクと燃料ポンプと助燃バーナ 

 ６．燃焼室の温度計 

 

 

 

  

煙突から焼却灰及び未燃物が飛散

しないように焼却すること 

煙突の先端から火炎または

黒煙が排出されないように

焼却すること 

 

燃焼ガスの温度を保つための助

燃装置が設けられていること 

 

燃焼室の燃焼ガス温度を

測定する装置が設けられ

ていること 

 

燃焼に必要な量の空気の

通風が行われること 

外気と遮断された状態で、

定量ずつ廃棄物を燃焼室

へ投入できること 

燃焼室で発生するガスが

800℃以上の温度となるよう

に廃棄物を焼却できる燃焼室

であること 

（空気供給装置等）空気取入口

及び煙突の先端以外に焼却炉内部

と外気が接することのない構造で

あること 

 煙突の先端以外から燃焼ガスが排出されないように

焼却すること 

 


